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ご あ い さ つ 

 

 

皆様には、平素より山口県信用組合をお引き立て頂き、厚くお礼申し上げます。 

 当組合は、経営情報を積極的かつ公正に開示し、地域の皆様に山口県信用組合の

現況をより知って頂くために、年度末（３月末）の情報開示に加え、中間期（９月

末）の情報開示を行っております。本年も上半期の現況を取りまとめた「経営レポ

ート２０１４」（平成２６年度上半期）を発刊いたしました。 

 また、来年（２０１５年）４月１日には合併１５周年を迎えることが出来ます。

これもひとえに皆様のおかげでございます。今後も、皆様のお役に立つよう努力し

てまいりますので、よろしくお願いします。 

このミニディスクロージャー誌が、当組合を深くご理解頂くうえで、ご参考にな

れば幸いに存じます。 

 

                    平成２６年１１月 

山口県信用組合 
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１．預金・貸出金の状況 

 

預金の推移 

 預金は、地域の皆様から主として普通預金や定期預金でお預りしております。平成２６年９月

末の残高は２６，３２１百万円となり、平成２６年３月末の残高より９５５百万円増加しました。 

 

貸出金の推移 

 貸出金は、地域の皆様の信頼に応えるべく健全な資金需要に積極的な姿勢で取り組み、担保や

保証に過度に依存しない制度ローンなどの企業向け融資や住宅ローンを中心とした個人向け融資

の拡大に努めてまいりました。その結果、平成２６年９月末の残高は、１７，７８８百万円とな

り、平成２６年３月末の残高より３９８百万円増加しました。 

 なお、平成２６年９月末現在の業種別貸出状況は、別表「貸出金業種別残高・構成比」のとお

りです。 
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貸出金業種別残高・構成比 

（単位：百万円、％） 

業  種  別 
平成２６年３月末 平成２６年９月末 

金額 構成比 金額 構成比 

製 造 業 

農 業 、 林 業 

漁 業 

鉱業、採石業、砂利採取業 

建 設 業 

電気・ガス・熱供給・水道業 

情 報 通 信 業 

運 輸 業 、 郵 便 業 

卸 売 業 、 小 売 業 

金 融 業 、 保 険 業 

不 動 産 業 

物 品 賃 貸 業 

学術研究､専門･技術サービス業 

宿 泊 業 

飲 食 業 

生活関連サービス業、娯楽業 

教 育 、 学 習 支 援 業 

医   療、   福   祉 

そ の 他 の サ ー ビ ス 

そ の 他 の 産 業 

1,464 

－ 

0 

－ 

3,814 

0 

17 

560 

2,368 

－ 

2,393 

488 

95 

306 

493 

182 

－ 

39 

1,157 

89 

8.4 

－ 

0 

－ 

21.9 

0 

0.1 

3.2 

13.6 

－ 

13.8 

2.8 

0.6 

1.8 

2.8 

1.1 

－ 

0.2 

6.7 

0.5 

1,451 

－ 

0 

－ 

3,809 

－ 

16 

447 

2,347 

－ 

2,377 

477 

94 

427 

515 

200 

－ 

35 

1,196 

59 

8.2 

－ 

0.0 

－ 

21.4 

－ 

0.1 

2.5 

13.2 

－ 

13.4 

2.7 

0.5 

2.4 

2.9 

1.1 

－ 

0.2 

6.7 

0.3 

小 計 13,472 77.5 13,456 75.6 

地 方 公 共 団 体 

雇 用 ・ 能 力 開 発 機 構 等 

個人(住宅･消費･納税資金等) 

－ 

－ 

3,918 

－ 

－ 

22.5 

31 

－ 

4,300 

0.2 

－ 

24.2 

合 計 17,390 100.0 17,788 100.0 

（注）本表の金額は、単位未満を切り捨てて表示しているため、掲載金額の合計と表中の合計欄の金

額が一致しない場合があります。以下の各表の金額についても同様であります。 
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２．有価証券の時価情報 

（単位：百万円） 

区   分 
平成２６年３月末 平成２６年９月末 

帳簿価格 時価 評価損益 帳簿価格 時価 評価損益 

満期保有目的債券 

国  債 

社  債 

そ の 他 

そ の 他 有 価 証 券 

国  債 

社  債 

株  式 

そ の 他 

2,395 

78 

1,715 

601 

1,568 

500 

200 

332 

535 

2,434 

80 

1,742 

610 

1,567 

502 

200 

329 

534 

39 

2 

27 

9 

△0 

2 

0 

△3 

△0 

1,780 

66 

1,313 

400 

2,668 

1,302 

300 

383 

682 

1,822 

68 

1,346 

407 

2,713 

1,328 

300 

398 

686 

42 

1 

33 

7 

45 

25 

0 

14 

4 

合   計 3,963 4,001 38 4,448 4,536 87 

（注）有価証券の評価は、時価のあるものについては期末日の市場価格等に基づく時価法、時価のな

いものについては移動平均法による原価法または償却原価法により行っております。 

 

３．利益金の推移 

 平成２６年９月仮決算（半年間）でどれくらいの利益を上げているのか、収益力を示す４つの

利益指標「業務純益」、「コア業務純益」、「経常利益」、「当期純利益」でご報告します。 

（単位：百万円） 

 平成 25 年 3 月（年間） 平成 26 年 3 月（年間） 平成 26 年 9 月（半年） 

業 務 純 益 

コ ア 業 務 純 益 

経 常 利 益 

当 期 純 利 益 

82 

74 

32 

21 

128 

57 

34 

26 

49 

49 

33 

33 

「業務純益」  預金業務・貸出業務・為替業務などの金融機関本来の業務の収益力を示す指標で、

一般企業の営業利益に該当します。平成２６年９月期の業務純益は 49 百万円、コ

ア業務純益は 49 百万円となりました。 

         業務純益＝業務収益－業務費用（一般貸倒引当金純繰入額を含む）     

          コア業務純益＝業務純益+一般貸倒引当金繰入額－国債等債券の売却･償還に係る損益 

「経常利益」  金融機関の通常業務による利益のことで､業務純益に諸引当金の積増等による損益

を加減した利益のことです。平成２６年９月期の経常利益は 33 百万円となりました。 

「当期純利益」 経常利益に特別な利益や損失を加減して､法人税等の税金を控除し法人税等調整額

を加減した後の最終的な利益のことです。平成２６年９月期の当期純利益は、33 百

万円となりました。 

（注）平成２６年９月の計数は法律による中間決算が義務付けられておりませんので、当組合の仮決

算速報ベースに基づき掲載しております。 
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４．自己資本比率 

    自己資本比率は、経営の安全性・健全性を判断する重要な指標の１つであり、平成２６

年９月末の当組合の自己資本比率は 9.14％となりました。自己資本額は 1,489 百万円とな

りましたが、平成２６年３月期比 0.35 ポイント上昇しており、国内基準の 4%を大きく上

回っております。 

自己資本比率 

（単位：百万円） 

項  目 平成 26 年 9 月末 経過措置による不算入額  

コア資本に係る基礎項目（１） 

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額 

 うち、出資金及び資本剰余金の額 

  うち、利益剰余金の額 

  うち、外部流出予定額（△） 

 コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額  

  うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 

 適格旧資本調達手段の額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額  

 コア資本に係る基礎項目の額（イ） 

 

1,120 

313 

807 

－ 

18 

18 

350 

1,489 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コア資本に係る調整項目（２） 

 無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）の額の合計額  

  うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るもの以外の額  

  繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）の額   

 コア資本に係る調整項目の額（ロ） 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

1 

1 

7 

自   己   資   本 

 自己資本の額（ハ）＝（イ）－（ロ） 

 

1,489 

 

 

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等（３） 

信用リスク・アセットの額の合計額 

 資産（オン・バランス項目） 

 うち、経過措置によりﾘｽｸ･ｱｾｯﾄの額に算入される額の合計額  

   うち、無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）  

   うち、繰延税金資産 

   うち、他の金融機関等向けｴｸｽﾎﾟｰｼﾞｬｰ  

 オフ・バランス等取引項目 

 CVA リスク相当額を 8%で除して得た額 

 中央清算機関関連ｴｸｽﾎﾟｰｼﾞｬｰに係る信用ﾘｽｸ･ｱｾｯﾄの額  

 

15,343 

15,199 

△141 

1 

7 

△151 

132 

10 

0 

 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ・ﾘｽｸ相当額の合計額を 8%で除して得た額 

 リスク・アセット等の額の合計額（ニ） 

934 

16,277 

 

自   己   資   本   比   率 

 自己資本比率（（ハ）/（ニ）） 

 

9.14％ 
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（注）自己資本比率の算出方法を定めた「協同組合による金融事業に関する法律第 6 条

第 1 項において準用する銀行法第 14 条の 2 の規程に基づき、信用協同組合及び信用協同

組合連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の適当であるかどうかを判断

するための基準（平成 18 年金融庁告示第 22 号）」が平成 25 年 3 月 8 日に改正され、平

成 26 年 3 月 31 日から改正後の告示が適用されたことから、これに基づき開示を行って

おります。なお、当組合は国内基準を採用しております。 

 

 

 

 

５．銀行勘定における金利リスクに関する事項 

 

 金利リスク量とは、市場金利の変動によって受ける資産価値の変動や将来の収益性に対する影

響を指します。具体的には、一定の金利ショックを受けた場合を想定して、銀行勘定の金利リス

クの計測や金利更改を勘案した収益シミュレーションによる収益の影響度などを、証券管理シス

テムのソフトによりパーセンタイル値による定期的な計測を行い、必要に応じて経営陣へ報告を

行うなど、資産・負債の最適化に向けたリスク・コントロールに努めております。 

 

（単位：百万円） 

金利ショックに対する損益・経済価値の増減額 

金利リスク 

平成 26 年 3 月末 平成 26 年 9 月末 

75 109 
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６．金融再生法開示債権及び同債権に対する保全額 

（単位：百万円、％） 

区   分 平成２６年３月末 平成２６年９月末 

破 産 更 生 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 240 235 

危 険 債 権 1,767 1,843 

要 管 理 債 権 31 29 

不   良    債   権   計 (A) 2,038 2,108 

正 常 債 権 15,522 15,859 

合 計 17,561 17,967 

担   保 ・ 保   証   等 (B) 1,212 1,273 

貸   倒    引   当   金 (C) 790 802 

保  全  額  合  計  (D)=(B)+(C) 2,003 2,075 

担保･保証等､引当金による保全率(D)／(A) 98.25 98.45 

貸 倒 引 当 金 引 当 率 ( C ) ／ ( A － B ) 95.69 96.11 

金 融 再 生 法 開 示 債 権 比 率 11.60 11.73 

（注）上記の平成２６年９月期の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」

第４条に規定する各債権のカテゴリーにより分類しておりますが、集計方法については下記の

点につき年度末に開示する方法とは異なります。 

 

□1  平成２６年９月期の「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」の金額は、

同年３月期時点における債務者区分（※）を前提とし、同年３月末から９月末までの間に倒

産・不渡り等の客観的な事実ならびに債務者区分の引下げ等があった債務者について、当組

合の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行っています。 

□2  平成２６年９月期の「要管理債権」の金額は、同年３月期時点における債務者区分を前提と

し、同年３月末から９月末までの間に、①新たに３ヶ月以上延滞となった債権②新たに貸出

条件を緩和したことを確認している債権を加算し、「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」、

「危険債権」に区分変更になった債権および延滞解消等で「要管理債権」より「正常債権」

となった債権を減算しております。なお、「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」、「危険

債権」および「要管理債権」は平成２６年９月末の残高により集計を行っています。 

 

 

※ 

 

 

 

※債務者区分との関係 

破産更正債権及びこれらに準ずる債権とは「破綻

先・実質破綻先の債権」、「危険債権」とは「破綻

懸念先」、要管理債権とは「要注意先のうち、元本

または利息の返済が３ヶ月以上延滞しているか、

又は貸出条件を緩和している債権」です。 

その他 

債権額の合計額は、期末貸出金及び貸出金に準

ずる債権（未収利息、貸出金に準ずる仮払金、

債務保証見返り）であり、貸出金残高とは相違

しています。 
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７．主要な経営諸指標 

貸借対照表                                （単位：百万円） 

科  目 
資産の部 

科  目 
負債及び純資産の部 

平成 26 年 3 月期 平成 26 年 9 月期 平成 26 年 3 月期 平成 26 年 9 月期 

（資産の部）   （負債の部）   

現 金 395 373 預 金 積 金 25,366 26,321 

預 け 金 5,568 5,725 借 用 金 350 350 

有 価 証 券 3,962 4,493 そ の 他 負 債 68 70 

貸 出 金 17,390 17,788 賞 与 引 当 金 10 16 

そ の 他 資 産 187 169 退職給付引当金 26 21 

有形固定資産 234 230 役員退職慰労引当金 9 9 

無形固定資産 2 2 偶発損失引当金 40 40 

繰延税金資産 21 21 債 務 保 証 147 156 

債務保証見返 147 156 負債の部合計 26,018 26,986 

貸 倒 引 当 金 ▲796 ▲808 （純資産の部）   

（うち個別貸倒引当金） (▲777) (▲789) 出 資 金 312 313 

   利 益 剰 余 金 783 807 

   組合員勘定合計 1,096 1,120 

   その他有価証券評価差額金 ▲0 45 

   純資産の部合計 1,095 1,165 

資産の部合計 27,113 28,152 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 27,113 28,152 

 

損益計算書                                （単位：百万円） 

科  目 平成 26 年 3 月期 平成 26 年 9 月期 科  目 平成 26 年 3 月期 平成 26 年 9 月期 

経 常 収 益 574 284 経 常 利 益 34 33 

資金運用収益 504 259 特 別 利 益 － － 

（うち貸出金利息） (411) (202) 特 別 損 失 5 0 

役務取引等収益 24 13 税 引 前 当 期 （ 中間 ） 純 利 益 28 33 

その他業務収益 1 0 法人税 、住民税及び事業税 0 0 

その他経常収益 42 11 法人税等調整額 2 － 

経 常 費 用 539 250 当期（中間）純利益 26 33 

資金調達費用 41 17    

（うち預金利息） (30) (14)    

役 務 取 引 等 費 用 30 14    

そ の 他 業 務 費 用 24 －    

経 費 401 190    

そ の 他 経 常 費 用 41 27    

半年です。 半年です。 
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８．社会的責任と地域貢献活動 

 

基本方針 

 山口県信用組合は、地域の皆様方によって設立された中小企業等協同組合法に基づく協同組合

組織の金融機関です。私たちは、その使命と責任を果たすために経営の健全性を確保し、以下の

事を着実に実行してまいります。 

 

 １．山口県信用組合は、「お金」のない時代に、仲間同士が「お金」を持ち寄って助け合ったル

ーツを大切にし、組合員の皆様の利益をいつまでも第一に考えます。 

 ２．山口県信用組合は、中小零細事業者や住民一人ひとりの顔が見えるキメ細やかな取引を基

本として業務に取り組みます。 

 ３．山口県信用組合は、付き合いの積み重ねが一番大切な信用と考え、フレンドリーな金融機

関を目指します。 

 ４．山口県信用組合は、地域社会の一員として、当組合の持つ経営資源を活用し、地域社会の

生活の質や文化の向上に積極的に取り組みます。 

 

地元行事への参加と地域貢献活動 

  

◇地元のイベントへの協力 

（26 年 4 月）山陽小野田市の「寝太郎まつり」に厚狭支店の職員が参加、「餅つき体験コー

ナー」のお手伝い。 

（26 年 7 月）JR 小野田駅前の「ちょうちん七夕フェスティバル」に高千帆支店の役職員が

参加、「ヨーヨー」・「金魚すくい」コーナーのお手伝い。 

  

◇地域への貢献 

  ○平成 26 年 9 月 3 日、しんくみピーターパンカード基金を、児童養護施設「小野田陽光園」

に寄付。 

 

 

９．地域密着型金融の取組み 

 

 当組合は、地域密着型金融の取組みを継続して行うことを基本としており、組合員等お客様と

の間で親密な関係を長く維持することによりお客様に関する情報を蓄積し、この情報を活用した

金融サービスの提供に努めてまいります。 

（１）取組方針 

   ①取引先企業の支援強化 

   ②中小企業に適した資金の提供 

   ③地域経済への貢献 
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（２）具体的取組みについて 

   ①経営改善支援先のランクアップ 

     経営改善支援先として 13 先を選定し、債務者区分のランクアップを目標として、本支

店が一体となって取引先の経営支援に取組んでいきます。 

②中小零細事業者への積極的な支援 

     担保・保証に過度に依存しない融資への取組みとして、信用評価が低くても潜在能力

のある事業者へ、山口県信用保証協会・地元商工会議所と連携した「けんしんビジネス

ローン」の取扱いをしております。 

     平成 26 年 9 月末現在で 82 件、515 百万円のご利用をいただきました。 

   ③目利き機能の向上と人材育成 

     中国ブロック信用組合協議会主催の研修へ職員を計画的に参加させています。 

     ・目利き育成（財務・企業分析基礎）研修 

     ・リスク管理研修 

     ・渉外管理者レベルアップ研修 

     ・コンプライアンス研修 

     ・女性リーダー育成研修 など 

 

（３）金融円滑化への取組み 

   中小企業金融円滑化法は、平成 25 年 3 月 31 日に終了しましたが、当組合では、同法の施

行以前からお客様からの貸出条件の変更等の相談にはお客様の実態に即して、積極的かつ柔

軟に対応し、中小零細事業者に対するコンサルティング機能の発揮に全力で取組み、地域経

済の活性化に努めてきたところであります。 

   同法の終了後においても、当組合のお客様への取組方針は従来と変わることなく、中小零

細事業者や住民一人一人の顔が見えるキメ細やかな取引を基本に、次のとおり取り組んでま

いります。 

   ○ お客様からの新規融資や貸付条件の変更等に関するお申込み・ご相談に対しては、お

客様が抱えている問題・課題を十分把握した上で、真摯に対応いたします。 

   ○ 他の金融機関から借入をされているお客様から貸付条件の変更等について、お申込・

ご相談があった場合には、お客様からのご要望に基づき、該当する他の金融機関、政府

関係金融機関、信用保証協会、中小企業再生支援協議会等の関係機関との緊密な連携関

係に努めてまいります。 

   ○ 貸付条件の変更をされたお客様の進捗状況や貸付条件変更後に、経営改善努力を行わ

れているお客様に対して、継続的なモニタリングや経営相談・経営指導及び経営改善支

援に努めてまいります。 

     なお、平成 26 年度上半期の中小零細事業者及び住宅ローンご利用の皆様からの貸付条件

の変更等に関する実績は次のとおりです。 

期  間 件  数 金  額 

平成 26 年 4 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日  90 件  1,535 百万円 
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１０．キャッシュコーナーでの犯罪防止の取組み 

 

当組合では、お客様の大切なご預金をお守りするため、積極的にセキュリティーの強化に取組

んでいます。 

① 暗証番号の変更は、当組合のＡＴＭで簡単に変更出来ます。 

ＡＴＭでの暗証番号の変更が随時に何回でも変更できます。「生年月日」、「電話番号」、「車

のナンバー」、「自宅の番地」等の他人に推測されやすい暗証番号をお使いの場合には、速や

かに変更することをお勧めします。 

② 当組合のＡＴＭには「覗き見防止フィルター」と「後方確認ミラー」を取り付けています。 

   ＡＴＭの操作画面に「覗き見防止フィルター」を貼っており、操作内容が覗き見されない

よう、ＡＴＭをガードしています。 

  あわせて後方確認ミラーを取り付け、お客様の安全に取組んでいます。 

③ １日の利用限度額の設定が行えます。 

   お客様の口座ごとに、１日の引き出し限度額と振込限度額が１００万円以内で設定するこ

とが出来ます。詳しくは営業店窓口へお問い合わせください。 

④ 偽造・盗難キャッシュカード被害への補償について。 

   当組合が定める規程に従い、被害に遭われたお客様に対して補償を行う制度を導入してお

ります。詳しい内容は営業店窓口へお問い合わせください。 

⑤ ＡＴＭコーナーへの盗撮用カメラに対する対応について。 

   当組合では、ＡＴＭコーナーに盗撮用カメラが取り付けられていないか、１週間に１回点

検し、お客様の安全に配慮しています。 

 

【キャッシュカード紛失・盗難時の緊急連絡先】 

受付曜日 受付時間 連絡先電話番号 連絡先名称 

平  日 

9：00～18：00 （各お取引先店電話番号） 

0836－83－2563 

0836－83－2413 

0836－41－0888 

0836－73－0010 

（お取引店名） 

本店営業部 

高千帆支店 

西宇部支店 

厚 狭 支 店 

上記以外の時間帯 047－498－0151 
信組 ATM センター 

（自動機集中監視センター） 

土  曜 

日  曜 

祝  日 

0：00～24：00 047－498－0151 
信組 ATM センター 

（自動機集中監視センター） 
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多発する「振り込め詐欺」にご注意下さい。 

 

 ご家族や税務署、市役所、社会保険事務所等を装い、電話でお金を振り込ませる「オレオレ詐

欺」や「還付金詐欺」による被害が多発しています。 

 

＜被害防止のポイント＞ 

 ○不審な電話があった場合は、一旦電話を切って事実の有無を確認する。 

 ○ＡＴＭへの誘い出しがあった場合は、詐欺を疑う。 

 ○多額の振り込みを急がせる電話は、詐欺を疑う。 

 

 

 

 

１１．店舗等のご案内 

 

地域の皆様へ、キメ細やかなサービスを提供します 

（１）営業区域 

    山陽小野田市・宇部市・美祢市・山口市（旧吉敷郡に限る） 

 

（２）店舗のご案内 

本   部  〒756－0824 山陽小野田市中央一丁目 2 番 40 号 

              TEL 0836-84-3300(代) 

本店営業部  〒756－0824 山陽小野田市中央一丁目 2 番 40 号 

              TEL 0836-83-2563(代) 

高千帆支店  〒756－0091 山陽小野田市日の出三丁目 8 番 3 号 

              TEL 0836-83-2413(代) 

西宇部支店  〒759－0208 宇部市西宇部南三丁目 2 番 28 号 

              TEL 0836-41-0888(代) 

厚 狭 支 店  〒757－0001 山陽小野田市厚狭一丁目 2 番 22 号 

              TEL 0836-73-0010(代) 

 

 店舗外キャッシュコーナー（２出張所） 

 

  ◎ウエスタまるき中川店内    ◎ドライブインみちしお前 

 

すぐに振り込まない 一人で振り込まない 

確認をする 
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 本 部 〒756‐0824 山陽小野田市中央一丁目 2 番 40 号 

 TEＬ 0836‐84‐3300 

 本店営業部 〒756‐0824 山陽小野田市中央一丁目 2 番 40 号 

 TEL 0836‐83‐2563 

 高千帆支店 〒756‐0091 山陽小野田市日の出三丁目 8 番 3 号 

 TEL 0836‐83‐2413 

 西宇部支店 〒759‐0208 宇部市西宇部南三丁目 2 番 28 号 

 TEL 0836‐41‐0088 

 厚 狭 支 店 〒757‐0001 山陽小野田市厚狭一丁目 2 番 22 号 

TEL 0836‐73‐0010 

 

 

 


